
Accutase 細胞剥離試薬 - トリプシンに代わる優しい試薬
Accutaseは、細胞培養業界に革命を起こす細胞剥離液です。タンパク質分解酵素とコラーゲン分解酵素の混合物で、トリプシンやコラゲナーゼの作用を模倣しています。トリプシンとは異なり、アキュターゼは哺乳類やバクテリアの成分を含まず、細胞に非常に優しいため、標準的な組織培養用プラスチックウェアや接着コーティングされたプラスチックウェアからの細胞の日常的な剥離に理想的なソリューションです。このブログ記事では、Accutaseの利点と使用法、そして細胞培養におけるAccutaseの変化をご紹介します。

アキュターゼの利点

Accutaseには、従来のトリプシン溶液と比較していくつかの利点がある。第一に、どのような付着細胞株でも、穏やかで効率的な剥離が必要な場合にはいつでも使用でき、トリプシンの直接的な代替品となる。第二に、Accutaseは胚性幹細胞や神経幹細胞に非常によく作用し、継代後もこれらの細胞の生存能力を維持することが示されている。第三に、アキュターゼは、その後のフローサイトメトリー解析のために、ほとんどのエピトープを保持するので、細胞表面マーカー解析に理想的である。

さらに、Accutaseは接着細胞を継代する際に中和する必要がない。細胞を分割した後、さらに培地を加えることで、Accutaseは希釈され、細胞を剥離することができなくなる。これにより、不活性化ステップが不要になり、細胞培養技術者の時間を節約することができる。最後に、Accutaseは分注の必要がなく、1瓶は冷蔵庫で2ヶ月間安定である。

Accutase の用途

Accutase は、トリプシン溶液の直接的な代替品であ り、細胞株の継代に使用することができる。さらに、Accutaseは、フローサイトメトリーを用いた多くの細胞表面マーカーの分析および細胞選別のために細胞を剥離する際にも優れた性能を発揮する。Accutase処理のその他の下流用途としては、細胞表面マーカーの分析、ウイルス増殖アッセイ、細胞増殖、腫瘍細胞遊走アッセイ、ルーチン細胞継代、生産スケールアップ（バイオリアクター）、フローサイトメトリーなどがある。

アキュターゼの組成

Accutaseは、哺乳動物やバクテリアの成分を含まず、タンパク質分解酵素活性とコラーゲン分解酵素活性を持つ天然酵素混合物である。アキュターゼは、トリプシンやコラゲナーゼよりもはるかに低い濃度で配合されているため、毒性が低く体に優しいが、効果は同等である。

アキュターゼの効率

アキュターゼは、トリプシンのような動物由来の酵素と比較して、初代細胞や幹細胞を効率的に剥離し、高い細胞生存率を維持することが示されている。10分後には100％の細胞が回収され、Accutaseの自己消化作用により、細胞をAccutase中に最長45分間放置しても害はない。

要約すると

結論として、Accutaseは、細胞培養の常識を変える強力なソリューションである。その穏やかな性質、効率性、多用途性により、 Accutase はトリプシンの理想的な代替品である。細胞剥離のための信頼性が高く効率的な解決策をお探しなら、Accutaseはあなたのための解決策です。
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